
































（口） 原文の段落の順序を入れ替えて、再構成させる研究（長崎 1986) 
（ハ） 長崎の上記の研究結果とスキーマとの関係を分析した研究（岩永正史 1988) 
（二） 文章展開の様式と子どもの反応との関係を調べた研究（植山俊宏 1986a) 
（ホ） 叙述と児童の認識の変容との関係を調べた研究（植山 1986b) 
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（へ） 読者側の要因と読みの過程との関係を調べた研究（植山 1987) 



























く表 1〉 小学校 3年生による「あきあかねの一生」の段落分け
段落分けのパターン および その理由
A | 1,2 | 3 | 4,5 | 
人数 記号








B | 1,2,3 | 4,5 | 
（イ） ①②③はやごのこと、④⑤はとんぼのこと。
（口）不明。





















































G | 1,5| 2,3 | 4 | 
（イ） ①⑤はたまごのこと、②③は皮をぬぐこと、④は山に行くこ
と。
H | 1,2| 3,4,5 | 
（イ） ①②はやごのこと、③④⑤は大人に変わったこと。
l | 1, 2 | 3| 4 | 5 | 
（イ） ①②は水の中、③は水から出る、④は羽根をかわかす、⑤は
生まれた池に帰ること。
J | 1 | 2,3 | 4 | 5 | 
（イ） ①はたまごからかえったばかり、②③は皮を何回もぬぐ、④
は羽根をかわかす、⑤はたまごを生んで死ぬ。





〇（形状）…24 1 ・21 延べ人数32
△ （行動）… 9 2... 5 
◇ （場所）… 6 3... 3 
口（季節）… 4 4... 1 












































く表 2〉 大学 2年生による「あきあかねの一生」の段落分け
A | 1,2| 3,4 | 5 | 
（イ） 季節で分けた。 6 □ 
（口） ①②はやごのこと、③④はやごからあきあかねへの成長、⑤ 1 0 
はあきあかねのこと。
B | 1,2,3 | 4,5 | 
（イ） ①～③はやごのこと、④⑤はあきあかねのこと。 5 0 
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C | 1 | 2,3 | 4,5 | 
（イ） ①は子どもが生まれたところ、②③はやごが皮をぬぐこと、 1 0△ 
④⑤はあきあかねになってから。
D | 1,2 | 3 | 4 | 5 | 
（イ） ①②はやごのこと、③は脱皮して成虫になること、④はあき 1 0◎ 
あかねのこと、⑤はしめの部分。
E | 1 | 2 | 3,4 | 5 | 
（イ） ①は子どもの誕生、②は子どもの成長、③④は大人になると 1 0 
き、⑤は死ぬとき。
F | 1,2 | 3 | 4,5 | 
（イ） ①②はやごのこと、③は大人になること、④⑤はあきあかね 1 0 
のこと。
G | 1,2,3 | 4 | 5| 















ーンまで予測してもらった。なお、教師の経験年数は、 18年 1名、 16年 1名、 15年2名、







A I 1,2 I 3,4 I 5I （イ） 季節で分けた。
（口） ①②はやごのこと、③④はとんぼのこと、⑤
はとんぼの終わり。
B 11,2,314,51 （イ） やごととんぼのこと。
（口） 大人になるときと一生を終わるまで。
（ハ） 子どものときと大人のとき。
C 11,2,3,4151 （イ） 大人になる前とあと。
D I 1I 2,3 I 4,5 I （イ） ①はたまごのこと、②③はやごのこと、④⑤
はとんぼのこと。
E | 1, 2 | 3, 4, 5 | （イ） 水の中の生活と水から出た生活。
着目点延べ数 着目点の一貫性 調査対象者数 7
































































































































































林 四 郎 1976
によった。






「私の文脈論—文脈における客観性と主観性ー一」 『日本語学』 第 7巻第 2号
明治書院
「文脈と段落」『学大国文』 12号大阪教育大学国語国文学研究室
「書き手の論理と読み手の論理」『現代作文講座4、作文の過程』 明治書院
く付記〉本稿は、筆者が上越教育大学在職中、第14回筑波大学国語国文学会大会（平
成 2年 9月22日）で研究発表したものに手を加えたものである。
なお、本研究における調査に際しては、調査に直接御協力いただいた、山形県酒田市
立北平田小学校の遠田裕子先生のほか、栃木県小山市立旭小学校の上野直哲先生、小山
田智恵子先生、ならびに上越教育大学大学院在籍中の現職教諭の方々から、貴重な御助
言をいただいた。記して感謝の意を表したい。
（文部省初等中等教育局教科書調査官）
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